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質問 15

質問 

自分で作成した材料定数や3Dモデルを他のモデルで使うことはできますか？

回答 

ユーザーデータベースに登録しておくことで、
別のプロジェクトでデータを使いまわしすることができます。
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ユーザーデータベース

（ユーザーの声）

自分で作った材料
定数を保存してお

きたい

バックナンバーはFemtet技術資料のページ http://m6campus/document/index.htmlで閲覧できます。

ユーザーデー
タベースの
機能が便利！

①ユーザーデータベースに登録したい
項目を選択して右クリックし、
[属性をユーザーデータベースに転送]

を実行。（※）

②データベース登録後は、
ボディ属性の／材料定数の設定ダイアログで、
ユーザーデータベースから登録した材料定数
を選択することができます。

（※）ユーザーデータベースの保存先が設定されていない場合は
エラーメッセージが出ますので、画面の操作指示にしたがって
保存先を設定してください。
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モデルデータベース

（ユーザーの声）

作成した３Ｄモデル
を別のプロジェクト
で使いまわしたい。。

バックナンバーはFemtet®技術資料のページ http://m6campus/document/index.htmlで閲覧できます。

モデルデータ  

ベース機能が
 ありますよ！

（※）モデルデータベースの保存先が設定されていない場合は
エラーメッセージが出ますので、
画面の操作指示にしたがって保存先を設定してください。

(2) ドラック&ペースト

(1) ModelDBツリー
を表示

モデルデータベースからのインポート
ModelDBツリーからモデル・ウィンドウに
ドラッグ&ドロップすることで、
いつでもインポートできます。

(1)ボディを選択 (2)モデルデータ
ベースに登録

モデルデータベースへの登録
モデルウィンドウでボディを選択し、
モデルタブの「モデルデータベースに登録」
をクリックします。

別の
プロジェクトへ
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